
 



 

  

私の暮らしていた浪江町津島は、阿武隈山渓のほ

ぼ中央に位置した標高 450ｍにあり、浜通りとは名

ばかりで山合いの自然に恵まれた集落です。そこで

親の代から牛飼いをしていました。 

 



この地域では昭和 30年代に酪農が始まりました。

養蚕や葉たばこにかわる現金収入を得られる新し

い産業として、当時多くの農家が牛飼いを始めまし

た。 



その後、２代目を引き継ぐ若者を残し、経営を継

承したのは 10戸ほどになりました。 



震災前は、この地で自給飼料を中心とした酪農経

営を実践していました。 



このような自然に恵まれた環境があって当たり

前と思っていました。私の三瓶牧場でも経産牛 57

頭、耕・草地 10.5ha、現在はユニオンデーリィの代

表で私の弟が経営する今野牧場も経産牛 36 頭を、

草地 13ha の中で飼い、土、草、牛とともに、この

地で酪農人生を続けていくはずでした。 



今思うことは、２年前の 3.11の震災、そして原発

事故さえなければということです。浪江町の沿岸地

域は、津波、そして中心部は住宅の倒壊、生活道路

は陥没と大きな被害を受けましたが、私たちの住む

阿武隈山渓は岩盤が強く、ほとんどの住宅は無傷に

近い状態でした。地震直後から停電することもな

く、いわば普通の生活ができました。 



避難する人たちは西へと向かい、道路の大渋滞す

る中で、生き物と生活する私たちは、途方に暮れな

がらも牛たちにえさを与え、乳を搾っては捨てると

いう日々を繰り返していました。 



東京電力福島第１原発３号機が爆発した日、状況

は一変し、みえない放射能を乗せた悪魔の風は、30

ｋｍも離れた私たちの大切な自然、そして生活もす

べて奪ってしまいました。家族は避難させました

が、牛はどうする、酪農飼料も来ない、蓄えた牧草

も底をつくといった状況で、集落に残ったのは数人

の酪農家だけになりました。 

 浪江町津島地区は、原発事故によって平成 23 年

４月 22 日には国から計画的避難区域となり、おお

むね１ヵ月間、避難を余儀なくされました。私たち

人間は避難できても、今までの酪農を築き上げてき

た牛たちはどうするか。売るか、処分するか、ある

いは避難区域外へ移動させるか。牛の避難をさせよ

うにも、牛舎が必要になります。牛の移動について

は何の指示もなく、二転三転し、地域の多くの仲間

も休業という悔しい決断をしなければなりません

でした。 



これは牛を全頭避難させた５月 27 日の午後に、

私たち夫婦で写した牛舎の内部です。 



これは、長年の努力によってつくり上げてきた愛

牛、ユニオンデールダンディーガールです。都府県

７頭目の 94 点を達成した牛です。トップクラスの

牛を失うことは牛飼いとして象徴をなくしてしま

うことであり、「意地でも助けてやりたい」という

一心で私たち夫婦と弟は、移転先を必死で探しまし

た。 



条件に合う移転先はなかなか見つからず、やっと

の思いで浪江町から 50ｋｍ離れた現在の本宮市の

この地に空き牛舎を見つけました。 



私の酪農仲間、乳牛改良同志会の皆さんです。 



私の酪農仲間をはじめ、所属する専門農協である

福島県酪農協に何度も親切に相談に乗っていただ

き、励ましや後押しがあって、やっと移動させるこ

とができたのは５月 27日でした。 



移動に当たっては、個体をスクリーニング検査

し、問題なしとわかって連れてきましたが、出荷ま

でには３週間にわたる牛乳のモニタリング検査を

しなければなりませんでした。結果、放射能は一度

も検出されることなく、６月 14 日に出荷できまし

た。 



津島から移動先の牛舎に連れてこられる頭数は

半減しました。それぞれの牧場から 30 頭ずつ、未

経産・経産牛を含め妊娠している牛を第１条件にし

ました。 



私たちは牛群検定にも参加していました。 



さらに 10 年前から経営分析を実施し、経営面か

らも選定基準とし、現在では育成牛を含め全頭自家

産牛になりました。 



個体能力でも、体型審査得点 94 点を獲得したユ

ニオンデールダンディーガール号の期待の星「ダン

ディージュピター」です。 



この写真が今現在避難している当牧場の看板で

す。上にあります佐々木牧場というのは家主さんの

姓であり、５年ほど前に離農されて、牛舎が空いて

いました。今まで別々の経営であったため、牛乳販

売、収入の仕分け、経営仕分けなど、申告のことに

ついても悩みました。兄弟で経営を始めるに当た

り、経営と家計を分けてめり張りをつけなければ、

２人体制の単なるなれ合いの共同経営となってし

まうおそれがあったため、法人化することにしまし

た。また、法人化することにより、将来的には第三

者への事業継承もできるのではと思いました。 

 



定款に定めた称号、Ｔ・ユニオンデーリィのＴは、

ふるさとの浪江町津島、三瓶利仙、今野剛、２人の

名前の頭文字のＴの意味を含み、構成員５名によっ

て株式会社Ｔ・ユニオンデーリィを立ち上げまし

た。 



法人化する前まではそれぞれの経営で、牛群成績

による個々の能力、群としての能力は把握していま

したが、移転後一変しました。さまざまな牛への環

境変化、飼養管理の違いなど、移動によって牛たち

はストレスがあったことは確かで、牛は正直で、そ

れを数値に訴えます。 



今まで個々の牛群検定データや酪農組合からの

データ提供により、経営や牛群改良のデータを把握

していましたが、平成 23 年８月からＴ・ユニオン

デーリィは個体識別データ、牛群検定データ、経済

データなど、酪農経営を総合的に支援する大家畜畜

産経営データベースにも登録し、さまざまな改善策

に利用しています。 



私たちは、税金対策だけで株式会社を設立したの

ではありません。２人の技術をなくさないよう、卓

越した技を継承しなければと、夫の経営能力、弟の

改良能力の技を伝え引き継ぐためにも、私はとりま

とめ役として、与えられた時を福島の酪農とさらな

る復活のために、これからも邁進します。そして、

現在の場所は支店であって、本店はあくまでも浪江

町津島にあります。津島でのロール収穫時の懐かし

い風景です。 



牛舎と住宅が離れてしまったことや借り上げ牛

舎では、増頭や施設設備を充実させることはできま

せん。 



50 代の私たちにとって、いつまで働けるか、不安

だらけの経営ですが、避難して２年目の昨年秋に、

３年ぶりに第 30 回福島県ホルスタイン共進会にお

いてユニオンデールタレントコーリー号がグラン

ドチャンピオンの栄冠に輝くことができました。 



この３月で被災から３年目を迎えようとする中

で、明るい希望もみえてきましたが、私たちが望む

酪農に近づくまで働ける残り時間が尽き果ててし

まうのではないかと、重なる不安の中で、目標はな

かなかみつかりません。 

ただひとついえるのは、過去を振り返るのも大切

ですが、私たちは常に前向きに取り組むことが大切

だと考えています。 

 酪農組合の方がいってくれた言葉を思い出し

ます。「牛は大切な資源だ」。当たり前のことですが、

牛乳を生産する、牛にしかできない仕事のために、

私たちは土をつくり、草をつくり、牛をつくってき

ました。牛を支え、牛に支えられてきた私たちの努

力や知恵を技と呼ばせてもらえるなら、私たちのこ

のちっぽけな技を次の世代に伝え、つないでいける

まで酪農を続けて、牛で食える生活をしていきま

す。 



浪江町津島からここ本宮市に避難して、まさに３年

目を迎える平成 25 年２月２日に、現場主義で復興の

加速を目指し、国の出先機関の機構を一元化した福島

復興再生総局がようやく本格的に始動しました。 

同総局は、福島復興局、政府原子力災害現地対策本

部、環境省福島環境再生事務所の県内３機関の機能を

総合したものです。今後は復興にさらに拍車がかかる

と思います。 



 

 

１人のときよりＴ・ユニオンデーリィの仲間、酪農の

仲間、そして復興再生によって一元化された再生総局も

加わり、個々で悩みやり抜くより、相談し、助け合うこ

とによって法人化による経営メリットがあるはずです。 

福島の農業の苦難は大きく、まだまだ続きますが、牛

と生きる喜びを糧とし、１日１日を重ねていきたいと思

います。どうぞ関係各位の皆様にはさらなるご指導をお

願いします。 

 最後に、私は人生の最後の日、地元の言葉でこういっ

て終えようと思っています。「ああ、おもっしぇがった」。 


